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政
算
比
依
る
企
業
の
統
制

換

算

に

1~ 一
、
企
業
の
職
能
的
桝
渇

二
、
企
業
白
中
心
的
統
制

三
、
企
業
土
の
破
算
制
度

事守主

自

序

依

る

企

業

(
叫
上
本
観
拙
蹴
)

一・宅ヨ-
<=1 

第
二
十
八
巻

-
O
六

i再

抗

C 
F、

の

統

制

大

塚

朗

大
職
後
初
め
て
米
闘
に
於
て
、
主
い
て
故
抵
に
は
其
描
地
に
於
て
、
同
調
時
四
算
に
依
る
跡
目
新
し
き
企
業
の
統
制
方
法
を
見
る
に
笠
っ
た
。

本

ぷ
文
は
企
業
相
時
論
自
立
場
か
ら
此
山
問
題
を
論
ず
る
と
と
を
目
的
と
す
る
。
先
づ
、
第
一
簡
と
策
ニ
簡
と
を
は
て
『
企
業
の
統
制
』
の
何
た
る
か

を
明
に
し
、
布
三
仰
の
詑
明
を
前
提
と

L
て
、
品
後
に
第
三
怖
に
於
て
企
業
上
自
強
算
制
此
其
の
も
?

企
業
の
職
能
的
構
造

斯事.n1'1質に闘する私見に就ては以下山所論a:i困じ E自ι其自色彩白一端が

'!I!はるるであらうが、 i市L-(は別に蝿を待て論じたいと思ふ。



言
ム
ま
で
も
な
〈
、
現
今
の
岡
民
経
済
は
財
貨
の
倒
別
的
所
有
の
制
度
ご
其
の
貨
幣
的
交
換
の
制
度

Z
を

以

て
、
こ
れ
が
組
織
上
の
基
本
的
秩
序
Z
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
経
済
主
髄
た
る
各
人
は
共

ω利
用
に
供
す
る
諸
積

の
貨
物
又
は
用
役

3
2己
目
、
思
E
Z
)
等
り
諸
財
貨
の
獲
得
に
就

τ、
普
通
に
は
・
自
給
自
足
の
生
活
を
傍
ん

で
ゐ
る
も
の
で
も
な
〈
、
な
は
叉
枇
曾

ω協
同
的
扶
養
を
亨
け
て
ゐ
る
も
の
で
も
な
い
。
各
人
は
説
れ
も
そ
れ
ら

の
諸
財
貨
士
市
場
に
於
け
る
蹄
民

ω方
法
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
ゐ
る
の
が
常
で
ゐ
る
o

新
の
如
〈
、
市
場
に
於
け

る
購
買
の
方
法
に
よ
っ
て
諸
財
貨

ω獲
得
が
行
は
れ

τゐ
る
反
商
に
は
、
勿
論
市
場
に
於
げ
る
版
・
民
の
方
法
に
よ

る
所
の
諸
財
貨
の
供
給
が
行
は
れ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
賞
際
、
現
今
の
岡
民
経
済
枇
曾
に
於
て
は
多
〈
の
個
別

所
省
主
醐
閣
が
自
ら
-
】
れ
に
閲
す
る
所
羽
上
の
責
任
を
引
受
り

τ、
繍
絹
的
に
財
貨
の
市
場
供
給
を
行
っ
て
ゐ
る
の

を
見
る
の
で
ゐ
る
u

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
例
別
所
有
主
鱒
が
右
の
如
〈
財
貨
の
継
線
的
な
市
場
供
給
を
行
ふ
縛
に

は
、
其
的
前
提
ご
し
て
自
ら
こ
れ
に
劃
す
る
様
々
の
手
段
行
錯
を
管
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
岡
よ
h
か
、
る
手
段
行
錦

の
各
々
に
附
着
す
る
所
有
閥
係
は
総
て
統
一
的
に
夫
々
の
例
別
主
題
に
鮪
厨
す
る
所

ωも
の
で
あ
っ
て
、
此
山
所

有
閥
係
上
的
統
一
一
性
を
結
合
凶
子
ご
し
て
、
蕊
に
例
別
所
有
主
健
を
中
心
主
す
る
手
段
行
潟

ω
一
躍
系
が
成
立
す

る
。
現
A

守
的
経
済
刷
曾
に
於

τ、
仰
別
所
布
主
惜
が
縦
鋭
的
な
財
貨
川
市
場
供
給
を
行
ふ
錦
に
、
一
』
れ
に
劃
し
て

笹

U
所
内
斯
的
如
き
手
段
行
銭
的
一
穂
系
を
名
づ
り
て
、
こ
れ
を
企
業
ご
呼
ば
う
ど
思
ふ
。

か

i-一
一
回
ふ
な
ら
ば
、
企
業
り
主
慌
た
る
人
は
如
何
な
る
動
機
又
は
究
極
り
目
的
を
以

t
、
右
に
越
ぷ
る
が
如
、
吉

国
民
経
秘
的
作
刈
を
現
す
所
的
か
、
る
行
浪
曲
師
系
を
晶
画
む
り
で
ゐ
る
か
ご
い
ふ
こ
ピ
が
査
も
に
問
題
に
せ
ら
る
、

で
ゐ
ら
う
。

強
算
に
依
る
企
業
白
統
制

第
二
十
λ
巻

一O七

ま喜

郡

C 
七



漉
算
に
依
る
企
業
。
統
制

第
二
十
八
巻

Eコ
J、

第

量量

O 
F、

現
に
存
す
る
詩
企
業
仁
就
て
此
り
貼
を
糊
察
す
る
に
、
立
(
内
動
機
叉
は
究
極
の
目
的
Z
な
れ
る
も
の
は
或
は
資

本
的
待
利
で
あ
り

J

、
戒
は
日
公
法
人
た
る
人
が
負
捻
す
る
或
る
紐
的
行
政
的
任
務
の
遂
行
で
ゐ
る
が
如
〈
で
あ
る
。

併
し
、
今
立
は
、
企
業
り
主
健
に
附
着
す
る
動
機
又
は
究
極
的
目
的
が
何
た
る
か
己
い
ふ
が
如
、
古
士
山
翻
的
の
事
情

は
全
〈
こ
れ
を
考
応
的
外
に
偉
く

ωで
ゐ
品
。
何
ピ
な
れ
ば
か
、
る
主
槻
的
の
要
素
は
概
念
上
、
上
越
の
企
業
の

本
質
さ
は
何
等
相
闘
す
る
所
が
無
い
か
ら
で
あ
る
o

即
も
、
滋
で
は
わ

ι
1
岡
氏
経
済
的
中
に
現
る
る
右
の
客
制

的
視
縁
り
み
が
右
川
附
せ
ら
る
る
誇
で
あ
品
。
附
っ
て
、
例
別
所
有
主
髄
じ
よ
る
財
貨

ω織
紺
的
市
場
供
給
が
な
諮

る
る
錦

ω
前
述
り
如
章
一
行
錯
憾
系
が
認
め
ら
る
れ
ば
、
そ
れ
が
其
の
宇
-
髄
の
震
に
経
済
的
私
盆
の
手
段
た
る

正
、
帥
耐
火
行
政
的
日
公
徒
り
手
段
た
る
ピ
を
悶
は
す
、
其
蕗
に
一
企
業
ゐ
h
t
見
る
の
で
め
る
。
(
陸
)

院

企
業
、
並
に
こ
れ
と
刷
岬
せ
る
純
皆
組
仙
(
田
町
内
円
四

σ)
の
椴
愈
に
就
て
は
現
に
諸
説
相
岐
か
れ
て
ゐ
る
。
此
白
問
周
に
就
て
は
他

H
別
に
詳
諭

す
る
叫
ん
曹
を
伴
た
い
と
忠
A
o」

企
業
ピ
は
所
一
仰
関
係
上

ω統
一
一
慌
を
来
礎
正
し
て
成
立
せ
る
一
行
錯
刷
閥
系
に

L
て
右
の
如
き
国
民
経

済
的
作
川
を
持
つ
所
り
も
の
に
外
な
ら
臥
の
で
あ
る
が
‘
而
も
此

ω中
に
織
込
ま
れ

τゐ
る
各
簡
の
行
錯
の
質
、

量
目
形
隙
等
は
各
企
業
に
於

τ、
又
一
企
業
の
中
に
於

τも
会
館
的
仁
甚
に
大
な
る
多
様
性
を
示
し

τゐ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら

ω極
め
て
多
様
な
る
各
箇
の
行
錯
も
、
そ
の
有
す
る
職
能
的
意
義
か
ら
こ
れ
を
削
削
れ
ば
、
其
の
聞

に
自
ら
一
定

ω柿
別
的
秩
序
が
認
め
ら
れ
得
る
の
で
ゐ
る
o

さ
れ
ば
こ
れ
に
よ
っ

τ、
そ
れ
ら
の
総

τは
夫
々
、

各
別
な
る
歎
箇
的
行
錯
群
に
類
別
さ
れ
得
る
闘
布
の
事
怖
を
具
へ

τゐ
る
。

一
企
業
内
に
於
り
る
か
か
る
数
簡
の
行
潟
群
は
相
互
に
密
接
な
る
闘
係
を
以
て
結
び
つ
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

か
く
て



が
、
併
し
そ
れ
ら
は
又
互
に
濁
立
の
職
能
的
意
義
を
有
L
、
各
別
の
活
動
分
野
に
於
て
鋒
み
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
か
く

ω
如
〈
、
企
業
の
内
容
的
成
分
た
る
各
箇
の
行
対
は
数
筒
の
峨
能
的
範
哨
に
類
別
せ
ら
れ
得
る
も
の

で
ゐ
る
ご
し
て
も
、
こ
れ
に
就
て
如
何
な
る
分
紛
が
立
て
ら
る
る
や
は
、
似
貼
の
相
違
に
よ
っ
て
必
中
し
も
一
阪

に
限
定
し
得
な
い
c

質
際
・
従
来
試
み
ら
れ
た
企
業
の
峨
能
分
類
は
準
者
に
よ
っ
て
其
的
見
る
所
が
一
致
し
て

郎
も
、
彼
の
吋
者
-

一
』
れ
に
関
聯
L
τ
滋
に
一
言

L
て
お
〈
べ
語
、
こ
ぜ
が
あ
る
。

、
口
三
。
「
が
、
工
場
じ
於
り
る
持
働
能
寧
の
増
進
を
計
る
銭
に
は
作
業
上

ω従
業
員
組
織
を
ば
、
従
来
普
通
に
行
は

れ
て
ゐ
た
が
如
き
縦
断
的
な
階
級
基
本
主
義
よ
り
戦
能
基
本
主
義
に
改
畿
ず
べ
き
も
の
で
ゐ
る
こ
ご
を
提
唱
し
て

4
h
以
来
此
川
町
訟
が
厳
〈
封
際
界
仁
於

τ掠
則
ゼ
ら
れ
、
e

』
れ
に
仲

F

フ
て
盟
-
v

り
工
場
に
於
け
る
活
動
の
み
な
ら

中
、
各
制
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
的
活
動
に
閲
す
る
峨
能
分
類

ω問
問
が
著
し
〈
皐
者
及
び
昨
日
際
家
の
注
怠
を
惹

お
ら
旧
制

ωで
ゐ
る
。

?」

J'
剛、
T
1
 

〈
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
。

今
迄
引
払
は
そ
れ
に
就

τ何
等
の
説
明
を
加
へ
す
に
、
属
々
職
能
な
る
語
を
使
用

L
た。

か
る
用
法
に
堪
え
得
る
蒋
某

ω意
味
が
判
明
、
明
断
な
る
も
の
で
は
な
い
。
諸
事
問

の
上
で
此
の
訴
が
却
に
使
用
さ
れ

τゐ
る
が
、

さ
れ
ど
‘
此
の
諮
は
か

殊
に
近
来
は
枇
品
目
諸
科
聞
申

こ
れ
に
附
随
す
る
意
味
は
甚
だ
多
義
且
殴
昧
で
あ
る
。

L
か
L
、

識
で
は
深
〈
立
入
つ

τ此
の
語
の
意
味
を
穿
撃
す
る
伶
併
を
持
た
な
い
。
そ
れ
で
、
今
は
酬
明
〈

E
n
r
E朗
々
が
こ

れ
に
興
へ
た
意
味
合
其
の
依
採
用
し
て
お
か
う
ご
思
ふ
。

彼
は
一
百
ふ
0
3
5
Z
E
ω
色
白
山
口
町
民

E
Z
Oロ
で
は
職
能
(
司
Z
口
n巴
Oロ
)
な
る
語
を
、

れ
た
一
鮮
の
等
質
的

ω活
酬
を
指
示
す
る
震
に
朋
ふ
る
の
で
あ
る
。
」
ご
。

一
の
葉
通
的
の
目
的
に
向
け
ら

品
開
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
二
十
八
容

c 
:JL 

第

税

。
ゾL

Denning. Scient同cFactory Managemcnt， p. 4o， $問。

Hunt， Scientific Mal1agement since Taylor. p. 37. 2呈開a
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時
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
ニ
十
八
巻

第

脱

O 

O 

き
て
、

A
T
此
の
解
将
仁
従
ム
正
し
て
も
次
に
は
、
一
職
能
部
門
を
規
定
す
屯
上
の
基
準
ご
す
る
錦
に
・
企
業
上

の
如
何
な
る
事
項
範
闘
を
限
つ

τ
一
単
位
さ
す
る
や
ご
い
ふ
こ
ご
炉
問
題
に
な
る
で
ゐ
ら
う
。
企
業
に
於
t
慮
理

の
封
象
ご
な
る
べ
き
事
項
は
甚
ザ
ル
多
将
多
縫
で
め
る
。
其
の
一
々
に
就
て
各
別

ω職
能
が
成
立
す
る
筈
で
ゐ
る

が
、
私
は
今
・
企
業
に
於
け
る
諸
基
本
的
戦
能
の
瓶
括
的
分
類
を
心
騒
げ
』
ニ
れ
を
規
定
す
る
絡
の
基
本
的
事
項

範
閣
ご
し

τ、
勝
良
.
生
産
、
販
責
、
財
務
的
四
者
を
曲
事
げ
よ
う
ご
忠
ふ
。
こ
れ
ら

ω問
事
項
範
闘
に
闘
す
る
虞

理
が
一
企
業
に
於
て
協
働
的
に
修
ま
れ
品

t
い
ふ
咽
』
ご
は
、
ぞ
れ
が
財
貨
の
継
続
的
市
場
供
給
ご
い
ふ
作
用
を
現

す
潟

ω快
く
べ
か
ら
ぎ
る
基
本
的
保
件
で
ゐ
る
。
如
何
な
る
柿
類
的
企
業
に
於

τも
此
の
基
本
的
保
件
ケ
銚
〈
な

ら
ば
、
そ
れ
は
右
の
如
き
閥
民
綴
済
的
作
用
を
現
す
こ
ご
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
ニ

Z
は
一
般
に
、
財
貨

生
成
上
の
諸
技
術
的
制
約
己
企
業
山
組
織
に
謝
す
る
枇
合
制
度
的
基
礎
古
か
ら
見
て
務
易
に
首
肯
し
得
る
所
で
ゐ

る
c

場
貸
の
企
業

ι就
て
観
察
す
れ
ば
必
宇
布
の
問
事
項
範
囲
に
闘
す
る
蕗
理
が
夫
ー
の
協
側
関
係
に
於
て
傍
ま

れ
工
ゐ
る

ωを
見
号
』

t
が
出
来
る
。
か
〈
工
・
あ
ら
ゆ
る
企
業
仁
於
て
、
右
内
四
一
事
項
範
闘
を
基
準
ご
す
る
四

捕
怖
の
基
本
的
職
能
部
門
が
成
立
し

τゐ
る
詳
で
ゐ
る
o

阪
に
越
べ
た
如

F
¥
こ
れ
ら
四
組
ゆ
基
本
的
職
能
部
門

が
、
所
有
閥
係
上
り
統
一
性
を
結
合
因
子
ご
し
て
統
一
的
会
憶
に
髄
系
化
せ
ら
る
る
所
に
一
企
業
的
基
本
的
構
造

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

一
企
業
に
於
け
る
-
』
れ
ら
の
各
楠
基
本
的
職
能
は
夫
ょ
に
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
以
下
、
こ
れ
に
就

τ其
の
概
要
を
遁
べ
よ
う
ご
思
ふ
。

一
時
寅
的
取
引
職
能
。
典
型
的
に
は
、
企
業
の
構
成
に
要
す
る
所
の
諸
手
段
要
素
郎
ち
貨
物
、
勢
カ
、
用

そ
こ
で
、

111 chap Mckinscy， op. cil 4) 



役
等

ω如
き
諸
積

ω人
的
手
段
正
物
的
手
段
ご
は
総
て
先
っ
、
其

ω主
憶
が
他
的
所
有
主
鱒
か
ら
貨
融
市
的
支
梯
手

段
正
-
交
換
し
て
給
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

勝
賞
的
取
引
職
能
ど
は
企
業
に
於
T
其

ω主
僧
正
他

ω所
有
主
館
正
の
問
仁
現
る
る
右
の
取
引
捌
係
上
の
慮
理

行
潟
を
い
ふ
の
で
ゐ
る
。

ニ
内
部
的
生
成
職
能
。
企
業
構
成
上
の
諸
手
段
要
素
は
其
の
内
部
に
於
て
、
穏
々
な
る
闘
係
に
組
合
ひ
且

つ
畿
脱

L
て
‘
そ
こ
に
新
な
意
味
を
持
L
4
財
貨
が
生
産
せ
ら
る
る
o
内
部
的
生
産
職
能
ご
は
此
山
場
合
仁
於
り

る
生
産
活
動
を
指
す
の
で
あ
る
リ
い
は
ゆ
乙
製
造
事
業
に
在
う

τ-u・
企
業

ω内
部
に
於
て
勢
カ
、
設
備
及
び
原

料
等
の
諸
手
段
要
素
が
相
互
に
結
合
[
て
、
骨
骨
の
結
果
新
な
る
有
形
財
貨
が
生
ま
れ
出
づ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
内
部
的
生
産
職
能
の
存
在
す
る
こ
さ
を
何
人
私
自
神
易
に
認
め
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
共

の
他
の
種
類
の
企
業
、
郎
も
た
ご
へ
ば
商
業
、
銀
行
業
・
運
逸
業
、
保
険
業
、
醤
業
等
の
如
き
諸
企
業
に
就
て

も
、
少
し
〈
其
の
賀
際
を
翻
察
す
れ
ば
、
一
升
し
〈
此

ω郁
峨
能
的
そ
こ
に
行
は
れ
て
ゐ
る
ニ
芭
が
見
出
き
る
る
。

=
-
版
質
的
取
引
職
能
。
企
業

ω内
部
に
於
て
生
産
せ
ら
る
諸
財
貨
は
結
局
其
の
主
僅
か
ら
貨
幣
的
支
抑
手

r

，、
段

ι交
換
し
工
他
の
所
布
主
健
に
給
付
ゼ
ら
る
る
o

販
由
民
的
取
引
職
能
ご
は
此
の
両
主
開
閉
仁
現
る
る
右
め
如
き

取
引
関
係
上
の
蕗
理
行
骨
却
を
指
す
の
で
あ
る
。

四
財
務
的
職
能
。
企
業
内
の
職
能
分
類
に
於

t
、
動
も
す
れ
ば
此
の
積
職
能
が
除
外
せ
ら
る
る
り
れ
ど
も
、

か
、
る
見
解
は
不
嘗
で
あ
る
。
一
般
に
企
業
の
生
成
泊
四
時
を
典
型
的
に
観
察
す
れ
ば
、
そ
は
先
づ
伽
別
主
髄

ω所

有
に
於
て
貨
幣
的
支
梯
手
段
を
準
備
す
る
-
』
ご
か
ら
始
ま
る
の
で
め
る
u

購
買
、
生
産
、
販
寅
に
闘
す
る
前
記
三
時
間

議
算
に
依
る
企
業
自
統
制

銘
二
十
八
笹

第

続

Mahlbcrg， (Grundl-iss dcr sctricbs-...¥'irtscl"，aftslch陀』お叩d II 

署長崎。

J. Slephenson. The Prin口plcsof BuslllcSS Economics. pp. 189-ICρ 事

n目。
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強
算
に
依
る
企
業
内
統
制

第
二
十
八
巻

第

揖

の
峨
能
b
此

ω準
備
を
俊
た
宇
に
は
一
行
ひ
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
叫
慨
に
、
購
買
的
取
引
峨
施
己
版
質
的
取
引
職
能

正
は
直
接
に
貨
幣
的
支
榔
手
段
を
其
の
構
成
上
の
主
要
な
る
因
子
正
す
る
o

郎
も
、
購
買
的
取
引
職
能
は
貨
幣
的

支
梯
子
段

d

ピ
他
山
り
主
世
に
給
付
し
、
反
訴
に
彼
よ

b
貨
物
、
勢
力
又
は
用
役
等
を
給
付
せ
ら
る
、

-
t
に
閲
す
る

取
引
を
以

τ共
ω任
務
正
す
る
も

ω
で
あ
る
o

が
〈
し

τ給
付
さ
れ
た
諸
財
貨
は
企
業
の
内
部
に
於
け
る
生
産
職

能
的
活
動
に
依
つ

τ新
な
財
貨
ご
成
h
J
、
最
後
に
版
資
的
取
引
峨
飽
が
活
動
し
て
、
阪
に
生
産
主
れ
た
財
貨
を
ば

貨
附
的
支
抑
手
段
己
交
換
し
て
他

ω市
中
慨
に
給
付
す
る
開
}
正
に
闘
す
む
取
引
上
の
任
務
に
食
品
一
』
正
仁
な
る

ω
で

あ
る
。
認
に
一
企
業
の
続
器
過
程
が
全
面
的
に
露
出
し
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
一
企
業
の
経
後
過
程
は
結
局
、
常
任
不

聞
な
る
貨
幣
的
支
梯
子
段
の
準
備
、
支
出
及
び
回
牧
の
循
環
地
粍
仁
師
す
る
ご
も
見
る
・
=
ご
が
出
来
る
の
で
め

る
o
H
N
h
O
阿
白
は
此
の
加
聞
に
着
服
し
て
、
「
企
業
活
動
の
一
会
池
刊
刊
を
ば
貨
鮮
か
色
貨
幣
へ
の
再
生
正
し
て
の
み
見

る
υ
」
と
言
つ

τゐ
る
。
叉

H
r
p
Z
E々
は
企
業
の
活
動
過
粧
を
典
型
的
形
態
を
以
て
表
現
す
れ
ば
の
E
V
J
E宅
回
目

Eι
月
三
日
目
T
E
E
-
R
n
R
E
Z
2
0止
S
E
m
l
E
m
r
t
す
る
ニ
ご
が
出
来
る
己
言
ふ
。
説
れ
も
、
企
業

ω生
成
、

存
立
上
に
貨
俗
的
支
抑
手
段
の
一
敏
〈
べ
か
ら
5
る
も
の
で
ゐ
る
-
』
z
e
f
語
っ
て
ゐ
る
。

貨
帥
肘
的
支
桃
子
段
は
企
業

ω活
動
過
程
の
中
に
、
か
、
る
関
係
を
以
て
織
込
ま
れ

τゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
釣
す
る
準
備
、
支
出
、
牧
受
、
管
理
等
、
こ
れ
ら
一
切
の
事
項
を
虎
理
す
る
こ
己
が
前
記
三
和
の
職
能
部

門
に
掛
立
し

τ・
凋
立
の
一
峨
能
部
門
ご
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
誇
で
あ
る
o

財
務
的
職
能
正
は
.
企
業
に
於
り
る
此

ω和
ω職
能
郎
門
を
指
す
の
で
ゐ
る
。

一
企
業
の
活
動
池
程
は
殆
ど
ゐ
ら
ゆ
る
貼
に
於
て
食
僻
的
側
面
を
持
て
る

ωみ
な
ら
十
・
な
ほ
こ
れ

問
よ

h
、

Mckinsey， Budg-et_ary C~ntro.l. E・2<1'
W. Rieg'er. El~ r.-tihr~ng i.!l Jie Privatw川 schafl叫 ehre.S. 155 
Mckinsey， op. cit. p・ ~()Ö
A. Hodi~ ， I~etai1 Âc.co~ntillg and Control. p. 28. p. 45及び Mcldnsey.
BlI sines~ Adlllini~tration. p. 41参問。
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に
行
は
る
る
一
一
切
の
慮
理
行
翁
は
相
互
に
分
つ
吋
か
ら
F
毛
-
密
接
の
欄
聯
に
立
っ
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
他
の
職
抽
出
部

門
ご
財
務
的
職
能
部
門
正
の
聞
に
具
健
的
に
概
念
上
の
限
界
を
設
〈
る
こ
ご
は
多
少
の
濁
断
に
陥
る
を
兎
れ
得
な

い
u

け
れ
ど
も
、
問
主
出
国
自
は
此
の
部
門
に
合
ま
る
る
部
分
問
題
中
で
最
も
重
要
な
も
の
ぜ
[
て
「
支
梯
能
力
t

財
務
的
均
衡
ご
の
保
持
、
筒
々
の
場
令
及
び
会
穏
の
紋
践
に
適
合
す
る
支
梯
方
法
の
漣
揮
、
現
在
及
び
賜
京
市
の
貨

幣
需
要
を
知
ら
し
む
る
日
々
の
財
務
現
在
調
的
作
成
及
び
利
用
、
並
び
に
貸
僻
需
要
の
有
利
に
し
て
且
つ
誼
時
的

な
る
充
足
、
一
見
に
蛍
座
手
元
遊
金
・
有
価
唄
殻
券
り
池
宮
な
投
資
に
劃
す
る
考
慮
』
等
の
諸
事
項
を
悲
げ
て
ゐ
る
削

な
ほ
・
民
共
同
日
。
可
は
財
務
的
職
能
部
門
仁
於
り
る
統
制
上
的
事
項
ご
し
て
(
イ
)
、
資
金
需
要
領
の
決
定
、

{
ロ
}
・
資
金
確
保
に
劃
す
る
資
郎
比
ぴ
方
策
の
選
郷
、
{
』
)
、
資
金
制
連
の
手
段
ご
し
て
の
諸
活
券
の
資
四
氏
、

(
-
一
)
.
資
金
支
出
の
統
制
・
(
ホ
)
、
資
金

ω
使
用
よ
h
生
十
る
枚
入

ω
統
制
、
(
へ
)
、
財
務
局
理
の
賀
行
に
謝
す

る
池
蛍
な
る
手
悩
酬
の
準
備
正
運
用
、
(
ト
)
、
閥
客
に
劃
す
る
信
用
授
卯
の
統
制
等
を
奉
げ
て
ゐ
る
町

二
れ
ら
に
よ
っ
て
、
凡
そ
如
何
な
る
事
項
に
闘
す
る
統
制
及
び
共
の
賞
行
が
財
務
的
職
能
部
門
に
包
括
せ
ら
る

る
や
を
知
る
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
聞
学
者
或
は
出
口
見

H
M
o
a
E
E
n
Z
S広
三
岳
官
。
〈
向
島
口
四
百
品
包

E・E
己
注
目
間

同
『

O
ロ
2
2
E
q
pロ
e
z
己主

E
品
吉
右
2
E
O
ω
『

S
E
B
ω
B
R門
司

Z
B
-
さ
守
口
ふ
が
、
重
し
企
業
に
於
け
る
期

務
的
職
能

ω
何
た
る
か
を
簡
明
に
表
し
得
た
も
の
で
ゐ
ら
う
o
而
し
て
、
こ
れ
に
闘
す
る
蕗
迎
の
巧
拙
如
何
は
企

業
の
運
命
古
至
大
の
闘
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
.
財
務
渦
職
能
部
門
の
活
動

ω拙
劣
な
る
-
』
古
が
.
多
〈
の

場
合
に
企
業
破
産

ω最
も
根
本
的
な
原
因
ぜ
な
る

ωで
ゐ
る
。
序
に
ピ
ロ
ロ
立
が
出
凪
く
私
経
済
的
意
義
に
於
り
る

財
務
経
済
を
設
明
し

t
、
『
そ
は
秩
序
ゐ
る
経
済
行
錫
に
劃
し
て
必
要
な
る
資
本
量
・
特
に
支
抑
手
段
の
調
述
、

報
算
に
依
る
企
業
白
紙
制

第
一
一
十
λ
谷

知

器

一

、有r.Kalbel百 n.(Zeitschrift Ilir Handelswissenschaft und Handelspraxis. 
~1~ Jahrg. 1924. s. J04. s. 127) ー

W. -l{albe日 ln.(up. cit. S. J06) 
Mckinsey.οp'. CIt: p. 1_97 
Mead and Scholz. -Rudimcnts 0(' DlIsiness Finance. p. 4・
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珠
算
に
依
る
企
業
。
統
制

第
二
十
λ
を

同

四

節

抗

。

管
理
、
使
用
に
閲
す
る
一
切
の
活
動
の
綜
合
檀
を
包
括
す
る
。
」
ご
越
べ
て
ゐ
る
こ
子
炉
』
附
言
す
る
。

右
は
、
企
業
に
於
け
る
財
務
的
職
能
の
何
た
る
か
に
就

τ述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
説
明
す
る
錦
に
特
に
か

〈
多
言
を
費
し
た
の
は
、
一
は
企
業
内
の
職
能
分
断
則
上
従
来
動
も
す
れ
ば
此
の
輔
の
部
門
が
無
蹴
せ
ら
る
る
、
真

に
他

ω職
能
部
門
仁
比
較
し
て
此
の
部
門
の
内
容
が
利
明
瞭
を
敏
い
て
ゐ
る
傾
有
b
E
考
へ
た
か
ら
で
ゐ
る
。

x 

× 

× 

x 

× 

阪
仁
述
べ
た
如
〈
.
一
よ
h
四
ま
で
の
諸
職
能
は
説
れ
も
企
業

ω桃
誌
上
仁
侠
〈
べ
か
ら
F
る
基
木
的
祈
銭
一
千

ゐ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
諸
職
能
部
門
の
夫
々
の
中
仁
は
真
に
多
数
の
部
分
職
能
が
包
合
さ
れ
て
ゐ
る
o
そ
れ
ら
の

一
切
が
個
別
的
所
有
闘
係
上
の
統
一
牲
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
企
業
的
基
本
的
構
詣
を
形
成
し
て
ゐ
る
誇
で
ゐ
る
o

り
れ
ど
も
・
企
業
り
職
能
分
類
上
ニ
れ
に
関
聯
L
て
廷
に
注
意
す
べ
き
こ
芭
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
今
の
諸
大

企
業
に
於
て
は
右
り
如
き
基
本
的
諸
職
能
部
門
の
外
に
、
な
は
若
干
の
減
生
的
職
能
部
門
が
成
立
し
て
ゐ
る
ニ
正

ニ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
涙
生
的
諸
峨
能
部
門
の
主
要
な
る
も
の
E
し
て
は
人
事
的
職
能
部
門
や
標
準
、
記
録
、
統
計
等
に
関

す
る
峨
施
部
門
等
一
炉
事
げ
ら
る
品
。
ニ
れ
ら

ω一
際
生
的
諸
部
門
は
返
来
企
業
の
規
模
が
著
し
〈
傭
大
し
て
こ
れ
に

従
事
す
る
従
業
員
の
極
め
て
多
数
ご
な
れ
る
こ
ご
や
、
真
に
は
企
業
主
般
の
経
済
的
理
慢
の
後
遺
並
び
に
一
般
一
耽

曾
思
想
、
寸
肱
曾
政
策
等
の
進
歩
、
品
自
民
に
仲
っ
て
現
る
る
に
歪
っ
た
も
の
で
あ
る
。

此

ω減
生
的
諸
部
門
に
闘
し
て
は
、
此
の
場
合
、
た

r人
事
的
職
抽
出
「
部
門
に
就
て
一
言
す
る
の
み
に
止
め
て
お

〈
。
蓋
し
・
仮
生
的
諸
部
門
は
企
業
の
職
能
的
構
治
に
謝
す
る
基
本
的
考
察
上
に
、
さ
ま
で
重
要
の
意
義
を
持
つ

I匂leeram，(op. cit目 5・106)
F. Leitner， ¥V】rtschaftslehredcr Unternehml1ng. S. 295 
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て
お
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

亙
人
事
的
職
能
ゐ
ら
ゆ
る
企
業
に
於
て
、
人
間
的
従
業
が
其
の
構
成
上
の
根
本
的
要
素
の
一

Z
L
て
依
〈

べ
か
ら

F
る
も
の
で
あ
る
ニ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
間
的
従
業
上
の
成
績
を
優
良
な
ら

L
む
る
潟

に
は
、
従
業
員
の
取
拠
出
上
、
こ
れ
に
就

t
相
嘗
り
用
意
を
必
要
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ど
が
、
近
来
著
し
〈
人
の

注
意
を
惹
〈
所
ピ
な
っ
た
。
就
中
、
各
組
織
能
山
賀
行
的
方
面
に
関
係
す
る
普
通
従
業
員
の
遮
操
、
訓
練
、
諸
一
服

一
枇
施
設
等
に
閲
L
て
泊
常
の
蕗
債
を
施
す
べ
き
も

ω
で
め
る
こ
ご
が
、
特
仁
重
要
崩
せ
ら
れ

τゐ
る
。
尤
も
、
こ

れ
ら

ω諸
説
項
が
重
袈
細
川
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
り
は
.
車
り
右
の
如
〈
絞
済
的
理
性
の
品
目
述
せ
る
こ
ご
に
基
〈
の

み
な
ら
す
、
な
ほ
逗
代
に
於
げ
る
枇
曾
間
山
知
・
枇
品
目
政
策
等

ω政
官
民
に
負
ふ
所
も
亦
大
で
あ
る
。

こ
れ
ら
り
諸
山
剤
取
に
閲
す
る
蕗
現
行
錯
は
本
来
、
企
業

ω構
造
仁
に
派
生
的
意
義
を
持

τる
も
の
に
過
ぎ
肉
付

れ
ど
も
・
質
際
に
は
現
A
T
ω

諸
大
企
業
ド
於
て
脈
減
す
べ
か
ら

5
a
章
一
要
事
項
ご
な
っ
て
ゐ
る
o

所
制
、
人
一
端
的
職
施
ご
は
一
』
れ
ら
の
諸
胡
項
に
閲
す
る
蕗
武
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。

企
業
に
於
り
る
従
業
機
闘

ω組
織
上
、
右
的
人
事
的
峨
能
飽
食

ω任
に
あ
る
所
の
機
闘
は
便
宜
上
、
こ
れ
己
密

接
の
閥
係
仁
ゐ
る
職
能
部
刻
、
卸
も
普
通
従
業
員

ω券
カ
購
買
、
換
言
す
れ
ば
従
業
員
の
雇
入
企
お
他
人
事
閥
係

上

ω各
郡
一
事
項
を
も
刷
時
に
櫓
賞
す
る
所
的
機
関
正
岡
一
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
き
れ
ば
、
企
業
の
職
随

分
類
上
・
こ
れ
に
行
は
る
る
諸
行
持
刷
出
闘
賞
的
機
闘
を
以
て
職
能
規
定
山
基
準
ご
な
し
、
同
一
機
関

ω行
ム
一
日
切
の

行
潟
を
奉
げ

τ同
一
職
能
部
門
に
概
括
す
る
所
り
形
式
的
見
地
を
採
れ
ば
前
越
の
如
〈
行
錯
の
目
的
を
基
準
正

せ
る
質
質
的
見
地
か
ら
見

τ一
保
生
的
職
能
ご
柏
崎
せ
る
も
り
の
外
に
、
な
は
‘
阪
に
血
中
げ
た
基
本
的
職
能
部
門
に
厩

賀
範
に
依
る
企
業
の
統
制

銃
二
十
λ
巻

五

第

揖

宜



珠
算
に
依
る
企
業
自
統
制

第
ニ
十
八
巻
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第

鵠

す
一
九
き
或
る
種

ω行
局
も
ま
た
此
の
人
事
的
職
能
部
門
に
包
合
せ
ら
る
る
場
合
が
生
十
る
o

卸
も
、
過
賞
な
る
労

働
力
ゆ
保
持
、
雇
入
、
解
雇
・
糟
任
、
給
料
率

ω艶
夏
、
決
定
等

ω諸
事
項
が
ま
た
此

ω人
事
的
峨
能
部
門
に
組

入
れ
ら
る
る
-
-
Z
に
な
る
で
ゐ
ら
う
。

X 

× 

× 

x 

X 

企
業

ω職
能
的
構
治
は
困
よ
り
、
そ
れ
自
身
企
業
綴
経
論
上

ω
一
重
要
問
題
で
あ
る
が
、
必
で
は
単
に
、

業
叫
内
容
が
純
々
な
る
職
能

ω結
合
し
が
ら
成
れ
る
も
の
で
ゐ
品
ニ
子
宮
指
摘
す
る
司
い
ピ
の
み
合
以
て
営
両
の
目
的

ご
せ
る
が
故
に
、
こ
れ
に
閲
す
る
考
察
は
、

A
T
は
此
の
税
度
に
止
め
て
お
(
O

一一
企
業
の
中
心
的
統
制

前
節
に
於
て
企
業

ω内
容
的
構
造
を
通
ぶ
る
に
蛍
り
・
其
の
初
め
に
於

τ、
企
業
が
何
等
か
の
財
貨
り
継
続
的

な
る
市
場
供
給
ご
い
ふ
国
民
経
済
的
作
用
を
現
す
も
の
で
あ
る
・
」
芭
を
一
言
し
た
。
市
場
に
於
t
供
給
せ
ら
る
る

右
り
財
貨
は
或
は
有
形
的
貨
物
で
ゐ
る
こ
正
も
ゐ
h
、
或
は
叉
諸
川
役
例
へ
ば
運
搬
、
保
険
の
媒
介
等
の
如
き
無

形
的
財
貨
で
あ
る
ニ
ご
も
め
る
。

L
か
し
そ
れ
ら
の
種
類
の
何
た
る
か
ご
い
ふ
こ

t
が
企
業

ω本
質
主
相
関
す
る

も
の
で
鉱
山
い
こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
ゐ
る
。

ニ
れ
に
関
聯
し
て
注
意
す
〈
き
ζ
Z
が
あ
る
。
そ
れ
は
倒
別
所
有
主
慢
が
企
業
金
管
む
こ
芭
に
よ
っ

τ

財
貨
の
継
続
的
な
る
市
場
供
給
古
い
ふ
閥
民
経
済
的
作
用
を
行
ふ
こ
己
自
憾
の
中
に
は
、
或
は
資
本
的
脱
営
利
、
或

は
叉
公
法
人
の
負
携
す
る
或
る
積
の
行
政
的
任
務
の
遂
行
等
の
目
的
が
質
現
せ
ら
る
べ
き
枇
曾
的
可
能
性
が
内
在

，』-v
・、

+'-4』

ム，
-'L 
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し
て
ゐ
る
こ
ご
こ
れ
で
あ
る
。

個
別
所
有
主
鵠
が
企
業
を
替
む
の
は
、
こ
れ
仁
よ
っ
て
現
吾
る
る
右
の
如
き
岡
民
経
済
的
作
用
の
中
仁
内
在
的

に
合
ま
る
る

a
肋
の
か
、
る
枇
曾
的
可
能
性
を
利
用
せ
ん
が
柏
崎
に
外
な
ら
凶
ο

換
言
す
れ
ば
、
彼
は
或
は
資
本
的
笹

刺
の
震
に
、
或
は
叉
或
る
穂
の
行
政
的
任
務
の
遂
行
の
匁
に
、
こ
れ
を
目
的
古
し
、
共
の
方
法
叉
は
手
段
Z
し
て

企
業
を
経
由
む
立
場
じ
於
て
自
ら
こ
れ
が
主
健
正
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
此
の
鮪
よ
ち
見
れ
ば
企
業
の

最
終
日
的
は
戒
は
資
本
的
営
利
で
あ
h
或
は
又
行
政
的
任
務
の
遂
行
v

と
あ
る
ご
一
言
ム
こ
古
が
出
来
る
o
か
〈
の
如

〈
、
企
業
の
最
終
目
的
の
性
質
に
は
稀
々
な
も
の
が
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
闘
民
経
済
上
に
現
は
古
品
、
本
質

的
作
川
が
持
し
〈
財
貨
内
総
縦
的
な
，
Q

市
場
供
給
に
外
な
ら
ぬ
」
古
は
し
ば
し
ば
繰
越
し
允
所
で
あ
る
。

而
し
て
、
企
業
が
伽
別
的
所
有
の
基
礎
に
立
っ
て
右
の
本
質
的
作
用
を
現
す
免
じ
は
、
其
の
前
提
た
る
経
借
過

程
に
於

τ必
す
北
(
の
主
髄
り
所
有
か
ら
幾
何
額
か
の
経
糖
償
値
が
費
消
せ
ら
る
る
こ
ご
を
避
け
得
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
ご
は
企
業
に
劃
す
る
倒
別
所
省
的
な
る
崩
曾
制
度
上
の
制
約
己
並
び
に
、
枇
曾
的
及
び
自
然
的
論
技

術
上
の
制
約
己
が
粛
す
所

ω必
然
的
結
果
で
ゐ
る
。

か
く
て
、
企
業
が
闘
民
経
済
上
に
其
の
本
質
的
作
用
を
現
す
に
就
き
、
其
山
り
鱗
倍
過
程
に
於

τこ
れ
が
震
に
誌

の
主
鰻
的
所
有
か
ら
費
抽
出
せ
ら
る
る
経
済
問
問
値
を
ば
総
括
し
て
、
そ
れ
を
企
業
の
費
用
(
〉
民

S
E
)
芭
呼
ぶ
。

真
ら
に
、
右

ω如
き
費
用
の
費
消
が
行
は
れ
た
結
巣
E
し
て
市
場
に
於
て
供
給
せ
ら
れ
た
財
貨
が
、
其
の
時
々
の

市
場
り
事
情
に
膳
じ

τ自
己
の
内
に
合
む
所
り
経
済
慣
備
を
企
業

ω成
川
市
(
戸
巾
官
官
口
問
)
Z
呼
ば
う
己
忠
ム
。
費
用

ご
成
果
ご
を
貨
幣
制
を
以
C
正
確
に
把
握
す
る
』
」

Z
に
は
種
々
な
る
困
難

ω伴
ム
を
兎
れ
H
F
る
も
の
で
あ
っ
て
円

議
算
に
依
る
企
業
内
統
制

第
二
十
λ
を

t再

就

七

-t 
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抽
四
算
に
依
る
企
幾
白
統
制

第
孟
十
八
品
世

-
J、

八

第

抗

質
際
上
、
現
貨
の
諸
企
業
に
於
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
曾
計
的
表
示
面
に
は
こ
れ
ら
の
費
用
額
百
成
巣
傾
ご
が
常
に
必

十
し
も
本
来

ω意
義
に
於
て
正
し
〈
示
さ
れ
て
は
お
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
。

か
く
て
、
企
業
の
費
用
及
び
成
果
に
謝
し
て

E
磁
な
る
貨
幣
額
的
表
一
不
を
奥
へ
る
の
は
甚
だ
困
難
の
F

M

さ
で
あ

る
が
.
何
人
も
た
げ
H

共
の
計
算
的
技
術

ω悶
維
な
る
の
放
を
以
て
か
、
る
性
質
の
煩
似
の
認
め
得
ぺ
き
も
の
な
る

.
】
古
を
否
定
す
る
も

ωは
無
い
で
あ
ら
う
Q

併
に
企
業
の
活
動
遇
税
に
於
て
、
か
〈
の
如
〈
費
用
正
成
果
己
が
相
樹
立
し
て
品
回
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

仁
は
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
就

τ級
者
的
一
定
額
に
掛
す
る
前
者
ゆ
額
が
可
能
的
に
最
小
な
ら
ん
こ
Z
の
謎
ま
る
べ

き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
o

此
の
ニ
芭
は
、
ぞ
れ
が
R

公
益
企
業
た
る
ご
私
籍
企
業
た
る
ご
に
於
て
異
る
所
は
な
い
の

で
ゐ
品
。
以
下
、
本
は
右
雨
岩

ω
比
率
を
名
づ
け
て
企
業
的
経
済
的
能
率
芭
呼
ぶ
で
め
ら
う
o
獅
逸
皐
者
の
終
替

論
上

ι腿
I
使
用
さ
る
、
所
的
経
掛
性
(
巧
日
耳
目

Z
注目。『

EH)
の
概
念
は
な
ほ
人
々
に
依
っ
て
所
設
を
異
に
し
・

未
に
定
説
ぜ
認
む
べ
き
も

ωを
見
な
い
次
第

t
あ
る
が
、
た
に
そ
れ
ら
が
、
議
に
経
済
的
能
率
ピ
呼
べ
る
所
の
も

の
を
廻
つ

τ考
へ
ら
れ

τぬ
る
限
り
仁
於

τ諸
設
の
一
致
を
見
る
の
で
ゐ
る
。

抑
も
、
資
本
的
営
利
を
以
て
最
終
目
的
苦
す
る
組
制
則
的
企
業
に
在
っ

τは
.
ぞ
れ
が
可
能
的
最
大
の
股
盆
性

(同
g
Z
E
-
-
B
H
)
を
現
す
べ
き
ニ
ご
が
最
高
山
指
議
派
別
言
し
て
支
配
し
て
ゐ
る
こ
吉
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か

し
、
炉
、
る
純
類
の
企
業
も
長
期
に
亙
っ
て
此
的
一
原
則
を
充
す
掛
川
に
は
必
中
其
の
前
提
さ

L
て
、
ぞ
れ
が
高
度
の

経
糖
的
飽
率
を
脇
田
制
作
す
る
こ
ピ
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ピ
は
自
由
競
争
主
義
的
な
現
今
の
園
民
経
済
的
機
構
仁

基
〈
必
然
的
制
約
で
あ
る
。
か
〈
て
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
於
て
、
可
能
的
最
高
の
経
済
的
能
率
追
求
の
原
則
が
支
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配
し
て
ゐ
る
吉
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

苫
て
、
前
節
に
於
て
明
に
さ
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
企
業
は
各
稀
諸
職
能
が
こ
れ
に
附
着
す
る
例
別
的
所
有
聞
係

上
の
統
一
性
密
結
合
因
子
ご
し
て
統
一
的
に
結
合
さ
れ
た
も

ωで
ぬ
る
。
か
、
る
構
成
機
構
を
有
す
る
行
錯
憾
系

が
単
位
的
組
織
髄
子
し
て
高
度

ω経
済
的
能
率
九
ぜ
畿
耐
押
す
る
古
い
ふ
こ
ご
は
、
こ
れ
に
合
ま
れ
た
訪
職
能
が
所
有

開
係
Z
V
ふ
が
如
量
、
本
来
は
行
潟
白
健

ω外
に
存
す
る
因
子
を
以
1
機
械
的
に
結
合
さ
れ
た
朕
態
仁
め
る
こ
己

か
ら
到
・
低
求
時
得
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
震
に
は
、
必
す
企
業
を
榊
成
す
る
諸
職
指
的
金
憾
の
上
に

一
の
中
心
的
意
思
が
内
在
し
て
、
此
の
内
在
的
因
子
に
よ
っ

τ総
て
の
職
能
活
動
が
そ
れ
白
健
的
閥
聯
を
持
つ
に

去
り
・

hr
〈
て
、
ぞ
れ
が
有
機
的
組
織
慨
に
ゐ
品
目
』
ご
を
婆
す
る
の
で
の
品
。
此
の
-
』
ご
は
一
般
に
行
潟
の
性
質

か
ら
見

τ、
理
論
上
疑
を
容
れ
川
刷
所
で
ゐ
る
o

現
賀
川
町
諸
企
業
に
就
一
1
こ
れ
を
蹴
る
に
、
必
中
そ
こ
に
何
等
か
の

穂
皮
の
中
心
的
統
制
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
を
認
む
も
一
』
t
M
r
山
家
る
の
で
あ
る
。

斯
〈
言
ふ
に
就
て
は
少
し
〈
談
窓
す
ぺ
き
こ
さ
が
あ
る
。
郎
も
、
総

τの
企
業
に
於
て
必
中
何
等
か
の
耗
度
の

中
心
的
統
制
が
行
は
れ
て
ゐ
る
に

L
て
も
、
立
(
の
所
制
中
心
的
統
制
な
る
活
動
は
、
決
し
て
前
節
仁
述
べ
た
所
の

諸
基
本
的
峨
抽
出
部
門
に
謝
立
す
る
一
特
別
峨
能
部
門
正
し
て
認
む
べ
き
も
の
で
は
な
V
の
で
あ
る
。
た
い
九
そ
れ

ら
の
諸
基
本
的
職
能
部
門
の
説
，
れ
も
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
過
粍
旧
同
部
分
が
相
融
合
し
、
か
〈
て
践
に
中
心
的

統
制
な
る
一
の
特
別
な
活
動
系
統
が
組
成
古
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

尤
も
.
前
節
仁
於
て
越
べ
た
企
業
的
職
能
分
類
法
は
、
企
業
的
活
動
池
科
に
於
り
る
諸
基
本
的
事
項
に
肴
眼

し
、
そ
れ
ら
の
各
特
定
事
項
の
遂
行
に
闘
す
る
一
連
的
行
錯
過
桂
を
概
括
的
に
分
類
し
て
、
こ
れ
を
隣
民
的
取
引

珠
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
ニ
十
八
巻

j， 
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抗
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珠
算
に
依
る
企
業
白
一
統
制

掛
一
一
十
λ
容

O 

晶、

挽

。

職
能
、
阪
実
的
取
引
峨
飽
・
内
部
的
生
産
職
能
、
財
務
的
職
能
ご
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
o
今
か
、
る
分
類
方
法
仁

よ
る
ニ
ご
な
く
、
こ
れ
ら
の
各
一
連
り
概
括
的
行
震
地
程
内
の
諸
部
分
的
事
項
を
以
て
基
準
正
し
て
細
か
〈
職
飽

分
類
を
立
つ
る
見
地
を
採
る
な
ら
ば
‘
そ
の
分
類
の
結
川
市
が
右
吉
阿
武
る
も
の
ご
な
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
。
郎

も
、
此
の
見
地
に
立
つ
な
ら
ば
前
節
仁
逃
ぺ
比
所

ω諸
基
本
的
職
能
遂
行
過
程
に
於

τ、
共
的
資
行
的
部
分
に
営

た
る
諸
賀
行
的
峨
飽
に
劃
立
し
て
、
別
に
中
心
的
統
制
凧
制
緩
な
る
も
の
が
一
認
め
ら
る
る
こ
正
仁
な
る
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
現
今
の
諸
大
企
業
に
於

τは
、
北
(
の
従
訓
郡
機
闘
の
組
織
上

h

右
の
如
宮
中
心
的
統
制
職
能
を
掠
常
す
る

潟
に
.
諸
貨
行
機
閥
正
別
じ
分
楽
的
に
、
特
別
の
中
心
的
統
制
機
闘
が
配
設
苫
れ
て
ゐ
る
の
が
慌
で
あ
る
。
古
れ

ば
、
企
業
の
職
能
分
断
淵
上
、
企
業
の
活
動
過
程
に
於
/
ヨ
各
伽
別
機
関
が
分
業
的
に
借
り
所
の
各
任
務
の
世
間
理
を
一

括
し
て
こ
れ
を
一
職
能
ご
見
る
形
式
的
見
地
を
採
る
も
、
亦
、
此
の
中
心
的
統
制
職
能
が
一
の
獅
立
峨
能
部
門
己

し
て
認
め
ら
る
る
誇
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
文
に
於
て
採
ら
れ
た
械
情
分
類
り
見
地
は
右
両
者
の
就
れ
古
も
具
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
阪
に
逃

e
へ
た
所
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
此
の
・
資
質
的
・
似
括
的
見
地
に
於

t
は
前
衛
に
越
ぺ
た
諸
基
本
的
峨
施
部
門
に
劃
立

し
て
猫
ー
す
る
所

ω中
心
的
統
制
な
る
特
別
峨
能
部
門
を
認
む
号
』
古
は
出
来
な
h
u

の
で
ゐ
る
。

阪
に
一
言
し
た
如
く
、
企
業
山
経
済
的
能
率
が
増
進
1
る
掛
川
に
は
、
こ
れ
に
於

τ必
中
中
心
的
統
制
活
動
の
行

は
れ

τゐ
る
こ
Z
を
要
す
る
の
で
ゐ
る
o

け
れ
ど
も
‘
此
り
中
心
的
統
制
活
動
の
必
要
な
る
-
』
ピ
正
、
企
業
に
於

り
る
従
業
機
倒
り
組
紙
上
・
如
何
な
る
機
闘
が
此
の
中
心
的
統
制
活
動

ω槍
嘗
の
任
に
就
く
か
正
い
ふ
こ
正
、
は

自
ら
別
箇
的
問
題
た
る
こ
ご
は
言
ム
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。



随
っ
て
、

7

F

F

ス
が
「
;
・
-
:
勢
働
に
謝
す
る
資
本
山
り
命
令
正
い
ふ
こ
ご
も
、
本
来
は
勢
働
者
を
し
て
自
分

自
身
心
た
め
で
は
な
く
、
資
本
家
り
た
め
に
、
随
つ

τま
た
資
本
り
下
に
持
働
す
る
ご
い
ふ
市
中
貨
の
形
式
的
結
旧
市

ご
し
て
現
れ
た
も
り
に
過
ぎ
ぬ
。
然
る
に
、
多
数

ω賃
銀
接
働
者
に
協
業
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
る
己
、
資
本
の

命
令
は
進
ん
で
労
働
行
総
そ
れ
自
身

ω遂
行
に
必
要
な
る
僚
件
、
換
言
す
れ
ば
現
質
的
の
一
生
産
保
件
ぜ
な
る
の

で
ゐ
る
o

新
く
し
て
生
産
方
面
に
於
け
る
資
本
家
ゆ
命
令
は
、
戦
場
に
於
け
る
賂
軍
の
命
令
正
岡
慌
じ
不
可
依
的

の
も
の
ご
な
っ
て
来
品
。

夜
桜
枇
曾
的
な
る
、
語
を
換
へ

E
い
へ
ば
共
同
的
な
晶
、
如
何
な
る
大
規
模
労
働
に
在
つ

τも
、
個
別
的
の
各

活
激
闘
に
淵
和
を
山
間

~τ.
生
産
総
借
り
濯
湖
(
そ

ω濁
立
し
た
各
器
官
の
運
動
か
ら
は
悩
別
し
た
意
味
で
の
)
に

基
〈
一
般
的
の
諸
機
能
を
避
す
た
め
、
多
か
れ
少
か
れ
指
都
を
必
要
ど
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

側
々
の
グ
ア
イ
オ

y

v
演
奏
者
は
み
づ
か
ら
自
己
の
楽
長
ご
な
る
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
在
つ
て
は
獅
立
し
た
楽
長
が
必
要
ピ
な
っ
て

来
品
。
新
か
る
指
導
、
監
督
及
び
調
節
上
の
峨
能
は
資
本
の
下
に
立
つ
労
働
が
協
業
的
ピ
な
る
や
否
や
、
資
本
に

風
す
る
所
の
職
能
ご
な
る
。
而
し
て
こ
の
指
導
職
能
は
ま
た
、
資
本
に
脱
す
る
特
殊
の
戦
能
ど
し
て
、
別
に
特
徴

を
奥
へ
ら
れ
る
こ
戸
い
な
る
の
で
め
る
o
」
正
言
っ
て
、
資
本
的
企
業
に
於
け
る
協
働
勢
働
上

ω統
制
的
活
動
ご
資

本
正
の
閥
聯
に
就
て
論
じ

t
ゐ
る
の
を
見

τも
、
今
は
た
に
・
蕊
に
企
業
に
於
け
る
統
制
的
活
動
が
共
の
経
蹴
倒
的

能
率
増
進
上
に
甚
に
重
要

ω意
義
を
有
す
る
も
の
で
め
る
こ
ど
の
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
蜘
に
注
意
を
向
り
る
の
み
で

ゐ
る
。
統
制
的
活
動
的
常
信
機
刷
己
資
本
正

ω閉
じ
如
何
な
る
祉
曾
的
関
係
が
存
す
る
や
は
此
の
際
問
題
に
せ
ぬ

で
め
ら
う
。

窓
に
、
垣
内
『
『
も
言
へ
る
如
〈
、
企
業
上
ゆ
放
費
を
除
い
て
其
の
鰹
憐
的
能
率
を
増
進
す
る
こ
己
は
め
ら
ゆ
る

珠
算
に
依
る
企
業
白
統
制

第
二
十
凡
巻

第

統
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珠
算
に
憤
る
企
業
四
統
制

第一一

-
T
A
巻

ー
ー
一一

告書

部

ー
ー

種
類
の
企
業
に
就
て
潜
し
〈
認
ま
る
る
所
で
ゐ
る
。
古
れ
ば
、
此
の
ニ
ご
を
以

τ目
的

Z
す
る
統
制
的
活
動
は
企

業
の
技
術
的
並
び
に
経
済
的
形
態
的
如
何
に
不
拘
常
じ
必
中
こ
れ
を
快
〈
こ
ご
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
聞
も
、
一

企
業
は
そ
れ
が
、
共
の
金
活
動
過
程
を
ば
賞
行
的
生
産
柚
労
働
者
自
ら
に
依
っ
て
凋
占
的
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
所
謂

自
治
的
事
業
た
る
ご
、
或
は
岡
家
共
の
他

ω託
公
共
倒
髄
を
主
健
ご
す
る
n
公
共
事
業
た
る
ご
勝
又
協
同
組
合
を
宇
一
髄

正
す
る
協
同
事
業
た
る
ご
を
同
は
す
、
こ
れ
に
於
け
る
経
済
的
能
率
増
進

ω匁
に
は
必
宇
中
心
的
統
制
活
動
の
作

用
が
要
求
せ
ら
る
る
。
此
の
黙
は
其

ω
こ
J

し
が
背
過
に
行
は
川
い
て
ゐ
る
資
本
的
企
業
に
於
け
る
苫
少
し
も
其
の
事

情
的
異
る
所
は
無
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
企
業
に
於
げ
る
巾
心
的
統
制
芭
は
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
活
動
を
指
す
の
で
ゐ
る
か
。
こ
れ
に
就

て
、
少
し
〈
立
ち
入
っ
て
考
へ
て
見
ょ
う
芭
忠
ふ
。

一
般
に
、
自
然
的
感
昧

ω個
人
に
於
け
る
単
一
の
有
意
行
動
に
し
て
も
、
ぞ
れ
が
河
川
も
有
効
に
行
は
る
る
場
合

に
は
必
ず
其

ω
一
行
鰭
過
程
上
に
意
思
的
部
品
川
己
資
行
的
部
分
己
の
分
離
が
行
は
れ

τゐ
τ、
前
者
は
後
者
の
先

行
保
件
a
G

な
h
、
一
一
行
錦
地
科
上
慌
に
前
者
の
後
者
に
謝
す
る
決
定
作
用
が
倍
ま
れ
1
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
詳
言

す
れ
ば
・
一
行
対
過
程
上
的
意
思
的
部
分
は
先
づ
賀
行
的
部
分
的
態
様
仁
閲
し
て
観
念
上
の
立
案
を
行
ひ
、
業
の

御
念
内
容
は
こ
れ
が
賞
現

ω欲
磁
を
動
因
t
l
t
一
定
態
様
の
動
作
又
は
賀
行
己
な
っ
て
現
は
る
る
に
至
る
o

而

も
其
の
貨
現
の
過
税
に
於
て
は
な
は
・
絶
え
す
意
思
的
部
分
的
資
行
的
部
砕
に
劃
す
る
監
督
的
作
用
が
働
い
て
、

共

ω質
行
的
部
分
の
活
動
態
総
が
意
思
的
部
分
の
立
案
、
計
劃
せ
る
所
に
比
べ
て
、
果
L
τ
過
誤
M

鳴
き
や
否
や
を

訊
L
、
医
救

L
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
‘
か
く
し
て
、
初
め
て
一
簡
の
単
一
行
錯
が
有
効
に
完
成
せ
ら
る
る
こ
ご
に

な
る
の
で
あ
る
。
筒
止
の
軍
一
行
錯
に

L
て
も
、
主
(
の
有
効
な
る
完
成
の
銭
仁
は
共

ω
一
行
品
川
過
程
上
の
か
か
る

丘、，Vebb，The WorJ.;smrmager To-Day. pp. 5--8. P・'5・6) 



合
理
的
機
構
を
要
す
る
り
で
ゐ
る
。

繰
返
し
T
逃
日
、
た
が
・
企
業
の
賓
館
は
各
例
別
職
能
部
門
が
こ
れ
に
附
着
す
る
例
別
的
所
有
閑
係
上
の
統
一
性

ご
い
ふ
、
本
来
は
行
錯
白
煙
的
外
に
存
す
る
外
的
、
形
式
的
悶
子
に
よ
っ
て
外
延
的
、
形
式
的
に
統
括
き
れ
て
一

行
局
憶
系
を
形
成
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
。

今
若
し
・
右
の
一
行
潟
鰻
系
の
金
活
動
過
程
に
於
け
る
筒
々
の
意
思
的
部
分
が
集
中
古
れ
て
、
組
て
の
賞
行
的

部
分
に
謝
L
て
統
一
的
に
計
制
、
指
姉
、
監
替
り
作
用
を
笹
h
u

所
の
一
の
中
心
的
意
思
活
動
系
統
が
組
成
せ
ら
る

る
な
ら
ば
企
業
は
初
め
て
丹
羽
に
内
包
的
、
質
質
的
に
統
一
吉
れ
た
一
活
動
鱒
系
己
な
る
の
で
ゐ
る
。
企
業
仁
於
て

高
度
の
経
掛
的
能
率
を
旗
(
る
錫
に
は
英
の
活
動
過
程
が
必
守
右
り
如
、
百
機
構
を
持
つ
こ
Z
の
要
求
せ
ら
る
る
も

の
で
め
る
こ
ご
は
軍
一
行
潟
め
有
効
な
完
成
の
潟
に
そ
れ
が
要
求
せ
ら
れ
た
の
Z
同
様
で
あ
る
。
者
し
企
業
の
内

容
た
る
各
筒
的
行
絡
が
某
の
本
来
的
統
括
者
た
る
所
有
聞
係
上
の
統
一
一
性
に
よ
っ
て
外
延
的
、
形
式
的
に
統
一
さ

れ
て
ゐ
る
山
み
で
め
一
っ
て
、
夏
仁
な
は
別
に
右
に
通
ぶ
る
賞
質
上

ω統
一
的
結
合
態
様
が
そ
こ
に
形
成
苫
れ
て
お

ら
れ
刷
場
合
に
は
、
其
の
み
ム
活
動
過
程
は
自
ら
、
混
乱
、
不
調
和
、
矛
盾
、
衝
突
、
不
秩
序
等

ω
限
態
に
陥
る
こ
己

を
耳
目
れ
待
な
い
。
か
〈
て
は
到
底
」
〈
会
髄
正
し

τ高
度
の
経
秘
的
能
率
を
拠
出
即
時
仁
一
得
べ
〈
も
な
い
γ

こ
Z
は
一
般

に
多
少
複
雑
な
行
活
躍
系
に
就
て
似
察
し
た
も
の
が
、
務
し
〈
容
易
に
理
解
し
得
ぺ
き
所
で
あ
る
。

出
g
ι
0
2
0
P
は
「
現
代
の
企
業
の
各
方
面
に
於
け
る
科
端
的
管
理
訟
の
根
抵
に
裕
む
恭
他
的
原
則
は
動
作
(
血
中

日
ロ
叫
)
か
ら
思
惟
を
(
門
広
島
{
口
町
)
賀
行
(
司
ゆ
る

E
E
B
)
か
ら
計
劃
(
立

EHM吉
岡
)
を
分
離
す
る
こ

Z
で
あ
る
。
」
芭
言

っ
て
ゐ
る
。
私
は
瓦
ら
に
こ
れ
を
品
目
展
さ
せ
て
次
の
如
〈
言
は
う
ご
思
ム
。
即
も
・
企
業
の
み
占
綴
傍
過
程
か
色
可

及
的
に
浪
賞
を
除
去
し
て
、
是
こ
仁
高
度
の
経
済
的
能
率
・
を
後
施
せ
し
む
る
所
以
の
基
礎
的
原
則
は
企
業
に
於
り

岨
四
算
に
似
る
企
業
曲
一
統
制

銘
ニ

+λ
容

一

= 

第一一揖
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融
算
に
依
る
企
業
由
統
制

第
二
十
八
岱

凹

岡

苦許

税

る
賞
行
的
活
動
部
分
の
会
慨
を
ば
一
中
心
的
意
思
系
統

ω統
制
下
L
置
〈
こ
ご
で
ゐ
る
、

zo
而
し

τ、
右
の
原

則
は
企
業

ω規
模
が
燐
大
し
、
陥
っ
て
又
こ
れ
に
於
げ
る
従
業
機
闘
の
組
織
が
複
雑
ザ
加
ふ
れ
ば
加
ふ
る
秤
、
念

々
共
の
意
義
が
重
要
に
な
る
の
で
ゐ
る
。

右
に
越
ぷ
る
所
に
よ
っ

τ凡
告
知
ら
る
る
如
〈
.
企
業

ω中
心
的
統
制
ピ
は
‘
企
業
に
於
り
る
賀
行
的
活
動
の

会
館
じ
劃
し
て
統
一
的

ω計
剖
‘
指
弾
M
A
び
監
皆

ω作
川
を
鋒
む
所

ω
一
巾
心
意
思
系
統
的
活
動
を
意
味
す
る
の

で
め
る

Q

要
約
し
て
之
を
一
百
へ
ば
、
企
業
に
於
け
品
全
対
行
的
郎
両
叫
騰
は
を
ば
統
↑
的
仁
決
定
す
る
所

ω
一
中

心
的
意
思
系
統

ω作
川
が
企
業
の
中
心
的
統
制
に
外
な
ら
な
い
。
帥
も
・
企
業
に
於
て
中
心
的
統
制
が
行
は
る
、

場
令
に
は
計
制
的
作
用
に
よ
っ
て
、
抽
出
め
金
賀
行
的
活
動
態
様
内
基
礎
が
奥
へ
も
れ
、
指
抑
的
作
用
じ
よ
っ

て
・
ー

(ω
計
剖
は
賀
行
山
上
に
表
現
さ
れ
、
一
見
ら
に
監
督

ω作
用
に
よ
っ
て
其
の
質
行
結
果
は
漁
定
の
計
剖
E
封

照
さ
れ
て
遇
制
無
言
ヤ
否
や
が
注
意
さ
れ
・
訊
さ
れ
℃
、
遇
制
制
ゐ
ら
ば
其

ω匡
救
が
行
は
る
る
諜
で
ゐ
る
c

か
〈

て
、
企
業

ω
会
鈍
行
的
地
積
は
一
中
心
的
意
士
山
系
統
に
よ
っ
て
統
一
的
に
支
配
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
各
W
H
行
部
分
聞

の
調
和
・
整
似
、
秩
序
等
的
航
路
が
保
た
れ

τ経
済
的
能
率
増
進
の
錦
に
大
弘
る
資
盆
が
奥
へ
ら
る
る
こ
さ
に
な

る
の
で
あ
る
。

企
業
的
中
心
的
統
制
ピ
は
右
凶
一
如
〈
、
企
業

ω終
曲
目
過
程
上
に
組
成
せ
ら
る
る
一
中
心
的
意
思
系
統
じ
よ
っ
て

な
古
る
る
計
制
、
指
却
及
び
監
督

ω
三
作
用
の
統
一
的
結
合
健
を
指
和
す
る
。

さ
れ
ば
‘
箪
仁
一
行
錯
過
程
の
賀
行
的
部
分
を
監
視
L
、
設
意
し
て
、
若
し
掲
読
め
ら
ば
こ
れ
eT
匡
救
せ
し
む

る
所

ω事
後
監
皆
(
又
は
単
に
盤
瞥
ピ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
J

)

の
作
用
よ
り
、
認
に
其

ω範
囲
は
蔚
い
的
で
あ
る
。

戸
内
向
宮
内
門
は
一
般
仁
監
督
(
口
町
内
。
己
円

O
F
E
色
問
。
自
民
ロ

g)
を
説
明
し
て
「
問
。
耳
目
=
o
E
は
一
企
業
り
内

L叩 sburgh.Industrial Manngcment. p・363・参問。8) 



的
・
外
的

ω経
済
過
涯
を
ば
計
劃
的
に
監
理
す
る
こ
ご

(
2
E
E
r民間
d
舎内

Z
R
Eロ
也
、
即
も
観
察

L
(図。
0

・

gnrz口
問
)
、
検
閲
し
(
回
。

E
E岳
民
間
百
四
)
且
つ
審
査
(
司
岳
町
『
ロ
問
)
す
る
こ
芭
で
あ
る
。
開
。
昆
『
。
]
]
ぬ
(
司
ユ
〈
弘
司
王
・

円

E
同一一。
r
o
)
は
決

L
て
生
産
的
な
・
同
明
他
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
〈
、
積
栃
的
崎
労
働
で
も
な
〈
、
時
間
た
又
自
己

目
的
で
ゐ
る
の
で
も
な
い
え
さ
」

Z
言
つ
一
1
ゐ
る
。
し
炉
し
、
か
、
る
意
味
の
同

E
可。
--ouA
ぴ
一
見
ら
に
こ
れ
よ

h
も
な
ほ
狭
義
な
る
曾
計
蕗
躍
上
の
殿
査
行
緒
的
如
き
も
の
は
伎
に
逃
ぺ
た
企
業
の
統
制
作
用
上
の
消
極
的
一
商

中
に
合
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
か
、
る
消
極
的
一
面
の
線
括
せ
ら
れ
た
も
の
が
先
に
監

替
ピ
呼
ば
た
も
の
に
蛍
る
の
で
あ
る
。

(
註
)
円

E
E
2
は
企
識
に
於
け
る
勢
働
に
劃
し
て
、
か
宇
う
な
諮
時
。
問
。
ロ
可
。
一

-
o
E加
ふ
る
と
と
白
品
彊
に
就
て
主
的
如
〈
百
っ
て
ゐ
る
。
印

ち
、
『
企
業
に
品
川
げ
る
人
川
内
捗
働
を
腔
甘
す
る
と
と
由
品
掛
は
二
つ
の
事
賞
品
、
b
柏『
goof-
あ
る
。
、
人
即
ち
、
既
レ
ト
怯
書
し
た
所
内
心
叫
的
原
附
(
監

督
を
品
目
{
る
捗
働
は
、
よ
M

リ
謹
出

ι.
よ
り
註
宮
市
出

t
、
し
ば
し
ば
又
よ
り
也
辿
に
抗
行
せ
ら
る
る
叫
)
と
勢
働
内
借
利
根
抑
的
世
哉
、
品
明
言
す
れ
ば

枇
益
性
に
謝
ナ
る
崎
町
働
貨
の
拶
蝉
と
か
ら
起
る
の
て
あ
る
。
』
と
。

向
の
S
F
h
u
『の
O

ロ昨日

-
zは
本
来
、
強
制
、
印
も
不
可
抗
的
な
る
カ
的
支
持
を
受
り
た
命
令
を
意
味
し

τゐ

る。」

t
↓
一
員
ひ
-
叉

n
F
R
n
F
は
「
そ
れ
(
。
。
丘
三
)
は
他
的
一
切
の
諸
峨
簡
を
調
整

L
2
8丘一
E
E
)
.
H
つ
加

ふ
る
仁
そ
れ
ら
り
仕
引
を
監
脱
す
る
(
印
ロ
唱
。
2
z
g
)
-
』
芭
で
あ
る
。
」
己
越
ぺ
て
ゐ
る
ω

こ
れ
ら
は
勃
れ
も
先
に
遁

ぺ
た
意
味
り
統
制
に
閲
す
る
限
h
、
共
的
作
用
的
一
面
や
或
は
又
共
山
効
果
に
就
て
語
れ
る
も

ωに
過
ぎ
な
い
。

悶
よ
b
、
企
業
に
於
け
る
統
制
作
用
の
全
両
を
言
ひ
議
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
.
企
業
山
中
心
的
統
制
に
就
て
概
略

ω
考
察
合
試
み
た
の
で
あ
る
。

司
』
れ
よ
b
、
企
業
に
於

τか
、
る
中
心
的
統
制
を
行
ふ
方
法
・
換
言
す
れ
ば
企
業
に
於
げ
る
中
心
的
統
制
術
の

一
積
た
る
企
業
上
の
珠
算
制
度
に
就

τ考
察

L
ょ
う
ご
偲
ふ
。

強
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
二
十
凡
谷

五

五

第

掠
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